
 

 

2016年（平成28年）11月 

第19号 

  ■ 鳥取 中海ＳＵＰフェスティバル 

■ ラムサールシンポジウム２０１６ 

            in 中海 ・宍道湖 

 

■ 中海体験クルージング・中海環境フェア 
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宍道湖・中海ラムサール条約シンボルマーク 

～山陰初開催～ 

鳥取 中海ＳＵＰフェスティバル 

サーフボードの上に立ち、パドルで漕いで進む水上スポーツ「スタンドアップパドルサーフィン（ＳＵ

Ｐ・サップ）」のフェスティバルが平成２８年８月２１日、中浜港を中心に行われました。 

このフェスティバルは、鳥取県、境港市、鳥取県セーリング連盟などでつくる実行委員会が、ラムサール

条約の趣旨の一つであるワイズユース（賢明活用）を推進するため、山陰で初めて開いたものです。 

このうち、「鳥取 中海ＳＵＰマラソン」には、「ジュニア」から国内外のトップ選手が参加する「エ

リート」までの６つのクラスに、あわせて１５０名以上が参加し、白熱したレースが展開されました。 

女優で一般社団法人日本ＳＵＰヨガ協会

会長の田中律子さんによる「ＳＵＰヨガ体

験会」には、約６０人が参加し、穏やかな

中海の水面を体感しました。 

この他、初心者向けのＳＵＰ体験教室が

行われ、親子連れを中心に多くの方が初め

てのSUPを楽しみました。 

SUPヨガ教室 

鳥取 中海SUPマラソン 



 

 

 ラムサールシンポジウム２０１６ ｉｎ 中海・宍道湖 

ラムサール条約湿地に登録されている中

海・宍道湖が日本にとってかけがえのない財

産であることを再認識することを目的とした

「ラムサールシンポジウム２０１６ ｉｎ 中

海・宍道湖」が、平成２８年８月２７日～２

９日、米子市の米子全日空ホテルを中心に開

催されました。 

このシンポジウムは湿地保全をテーマとし

た全国規模のもので、平成１３年に新潟市で

開催されて以来１５年ぶりの開催となりま

す。 

鳥取県・島根県 

事例発表では、鳥取・島根の両県で中海・宍

道湖の保全活動や研究を行う５団体が、きれ

いな中海・宍道湖とそれを取り巻く環境、生

き物を守り次世代に引き継ぐための取り組み

や熱い思いを発表しました。 

自然環境の保全活動に熱心なタレントの

ルー大柴さん、米子水鳥公園の神谷館長、ゴ

ビウスの中畑館長の三人によるトークショー

「中海・宍道湖とトゥギャザーしようぜ」で

は、ルーさんが「ルー語」を駆使し、来場者

を巻き込んで自身の活動や水辺の生き物を紹

介し、大いに盛り上がりました。 

８月２８日は、研究者・有識者だけでなく、

一般の方も参加したイベントが行われ、４００

名を超える方々が来場しました。 

 このほか、全国の湿地で活動する方々の事

例発表やポスター発表も行われ、活発な議論

が行われました。 

ポスター発表 



 

 

  ＮＰＯ法人中海再生プロジェクト 

地域のみなさんに中海の現状を知っていただくことを目的に、平成２８年８月２０日に米子食品会館を

中心とした会場で「中海体験クルージング・中海環境フェア」が開催されました。 

このフェアは平成１４年から行われ、今回で１５回目を迎えました。 

中海体験クルージング・中海環境フェア  

 ペットボトルを海に見立て、水で薄めた洗

濯のりを注ぎ、ビーズや海の生き物の形の

パーツなどを浮かべて揺れる様子を楽しむ

「マリンドーム」作りのブースでは、子ども

たちが自分の好みのパーツを浮かべ、世界に

一つの作品を作りました。 

 開会式のあと、中海環境フェアに合わせて募集

された中海ポスターコンクール、環境標語コン

クールの表彰式が行われ、会場内に応募作品が展

示されました。 

 環境フェアには１９の団体がブースを出展し、

展示、工作、実験などのコーナーを通じて参加者

が五感を通じて楽しみながら中海の水質や生き物

などについて学んでいました。 

 「中海の生きもの」のブースでは、中海の魚

などが水槽に集められ、参加者は普段見ること

がない姿を間近で観察しました。 

 クルージングには親子連れを中心に約１８０人が

参加し、快晴の中、ボランティアスタッフの案内に

より「はくちょう号」やヨットで米子湾から安来方

面を周遊し、穏やかな中海とその周りの景色を楽し

みました。 

マリンドーム作り 
中海の生きものの展示 

■ＮＰＯ法人中海再生プロジェクト 

米子市河崎６１０ 

TEL（０８５９）-２９-２８５４  
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 中海エコ活動レポートに掲載する記事、

イベント情報、写真を募集しています。 

 詳しくは、左記連絡先に連絡していただ

くか、ホームページをご確認ください。 

 なお、投稿にあたっては出来る限り電

子データで投稿をお願いします。 

 記事募集 

 七夕の夕暮れ時、水辺に集まり全国一斉に乾

杯するイベント「水辺で乾杯」が、夕日ヶ丘メ

モリアルパークで開催されました。 

このイベントは、水辺の魅力を再発見しよう

と国土交通省が推進する「ミズベリングプロ

ジェクト」の一環で、昨年に続いて２回目の開

催となります。 

当日は約２００名の方にご参加いただき、中

海でのペーロン体験乗船や護岸清掃後、午後７

時７分の「タナバタイム」

に乾杯を行いました。 

 中海の海藻米がおいしいカレーパンに 

 夕日ヶ丘「水辺で乾杯」実行委員会 

NPO法人あかり広場 

夕日ヶ丘「水辺で乾杯」  

中海の海藻類が肥料となり、その肥料を使った

「海藻米」が栽培されました。 

NPO法人あかり広場では、そのお米を利用し

た商品開発に取り組む事となりました。 

職人が試行錯誤した結果、「海藻米カレーパ

ン」を作り出し、レストラン＆カフェオティアー

ノと西部総合事務所で、平成２８年８月１６日か

ら９月１６日に販売しました。 

数量が限られていたため、沢山の方に召し上

がっていただくことはできませんでしたが、購入

されたお客様からは高い評価をいただくことがで

きました。 

海藻米をうまく利用することで、中海のきれい

な環境作りに貢献できたのではと思います。 

今後も海藻米を多くの方に知っていただけるこ

とを願います。 

中海カレーパン

（右下）と海藻米

を使ったおにぎり

（左下） 

平成２８年８月

８日に米子市で開

催された「中海会

議」に提供されま

した。 

乾杯後は、境港市立第３中学校吹奏楽部によ

るミニコンサートも催され、中海を望む水辺

で、皆が改めてその魅力を感じながら、楽しい

ひと時を過ごしました。 

 

 

■夕日ヶ丘「水辺で乾杯」実行委員会事務局 

（境港市建設部都市整備課） 

 TEL（０８５９）-４７-１０６６ 

■ＮＰＯ法人あかり広場 

米子市皆生温泉２－２－８ 

TEL（０８５９）-３５-０５０５  


